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みなさんが投稿してくれた作品を 

紹介します。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このぱんださんの作品 

☆投稿、ありがとうございます。本が好き！というメッセージ、とても嬉しい 

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9月 6日に、高校生を対象にした「英語 de交流会」を開催しました。 

普段接することの少ない外国人の方とテーブルを囲み英語で会話をしたり、留学経験者の

方から留学先の国であった体験談や学んだことを聞かせていただいたりしました。参加して

くれたみなさんは、初めは緊張した面持ちだったものの、時間が経つにつれ緊張もほぐれた

ようすで、最後は楽そうに話をしていました。 

 英語への関心をより深め、将来の役に立つ知識を身につけるお手伝いになれば幸いです。 

 今後も楽しく役に立つイベントを開催できるよう、試行錯誤していきたいと思います！  

ご参加いただいたみなさん、ありがとうございました。 

本館２階若葉のコーナーでは、『Oxford Reading Tree』などの英語の多読の本、留学関係

の本を置いています。こちらもぜひ活用してください。また、もっとこうして欲しいなどご

意見、ご要望もきかせてください。 

 



 

 

    

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

えんぱーくに、３Dプリンターがやってきました。 

今回は３Dプリンターを取り上げて、みなさんの疑問を解決します！！ 

 

 

 

 

ふつうのプリンターは紙などの平面に文字

や図を印刷するものですが、3Dプリンターは

空間に立体を作りだすことができる装置で

す。 

 

 

 

「3Dプリンター」といっても様々な種類がありま

す。今回えんぱーくにやってきた 3D プリンターは、

「FDM（熱融解積層法）」と呼ばれるタイプの機種で、

糸状のプラスチック（樹脂）を熱で溶かして一段一段

積み上げながら形を作っていくものです。 

 

Q１ ３Dプリンターってどんなもの？ Q2 えんぱーくにあるのは、どんな 3Dプリンター？ 

 

Q3  どうやって形をつくるの？ 

 

3Ｄプリンターがあってもそれだけでは、 

何も作れません。まずは、コンピュータで作り

たい物体の「3Ｄデータ」を作って、それを 3D

プリンターに読み込ませて立体を作りだしま

す。3Dデータを作るには専用のソフトウェアが

必要ですが、最近は無料で利用できるものも出

ています。 

 

Q4 何の役に立つの？ 

 

3Dプリンターが普及して、専門家だけではなく誰

もが簡単にものづくりができるようになれば、工業や

医療、趣味やアートの分野がこれまで以上に発展して

いきます。 

 

コンピュータで 

3Dデータを作成。 

 

3Dプリンターで出力 

 

 

ヘッド（高温で樹脂を溶かし 

出しながら、テーブルの上を移

動する） 

 

樹脂を一段ずつ 

積み上げながら立

体にしていく 

 

えんぱーくの 3Dプリンターは、10月から申し

込めば誰でも使えるようになります。興味のあ

る方は、未来のものづくりをぜひ体験してみて

ください！ 

詳しくは図書館職員に聞いてください。 

 

 

これが、えんぱーくの 

３Ｄプリンターです！ 

☆参考図書 

・『３Dプリンターのひみつ』 

大岩ピュン/学研パブリッシンググローバル CB事業室 

・『トコトンやさしい 3Dプリンタの本』 

佐野 義幸 ほか / 日刊工業新聞社 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

                         

                  

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

１
．
仕
事
の
内
容
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。 

 

ビ
ジ
ネ
ス
の
場
で
必
要
と
さ
れ

る
い
ろ
い
ろ
な
文
章
の
翻
訳
や

翻
訳
チ
ェ
ッ
ク
（
他
の
人
が
翻
訳

し
た
文
章
に
つ
い
て
、
ミ
ス
が
な
い

か
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
よ
り
読
み

や
す
い
よ
う
に
編
集
し
た
り
す

る
作
業
）を
行
っ
て
い
ま
す
。 

  

２
．
仕
事
に
就
い
た
き
っ
か
け

や
、
な
り
た
か
っ
た
理
由
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。 

 

中
高
生
の
頃
か
ら
、
英
語
と

国
語
が
得
意
科
目
で
し
た
。
読

書
や
作
文
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、

ず
っ
と
「
こ
と
ば
」
と
い
う
も
の
に

親
し
み
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
社
会
人
に
な
っ
て

か
ら
、
た
ま
た
ま
ｗ
ｅ
ｂ
ニ
ュ
ー
ス

を
翻
訳
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま

し
た
。
最
初
は
、
ほ
ん
の
副
業
ぐ

ら
い
の
意
識
だ
っ
た
の
で
す
が
、

実
際
に
取
り
組
ん
で
み
る
と
奥

が
深
く
て
お
も
し
ろ
い
仕
事
だ

と
感
じ
、
翻
訳
を
本
格
的
に
勉

強
し
て
一
生
の
仕
事
に
し
よ
う

と
決
め
ま
し
た
。 

    

３
．
や
り
が
い
を
感
じ
た
り
、
楽

し
い
・
う
れ
し
い
と
思
っ
た
り
す

る
の
は
ど
ん
な
と
き
で
す
か
。 

 

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
特
に

「
自
分
が
翻
訳
す
る
こ
と
で
、
英

語
が
苦
手
な
人
も
そ
の
文
章
を

読
め
る
よ
う
に
な
る
」
と
い
う
の

は
大
き
な
や
り
が
い
で
す
。
ま

た
、
推
敲
を
重
ね
て
満
足
の
い
く

訳
文
が
で
き
あ
が
っ
た
と
き
に
は

達
成
感
を
感
じ
ま
す
。 

４
．
中
高
生
の
と
き
好
き
だ
っ
た

本
や
熱
中
し
て
い
た
こ
と
な
ど

教
え
て
く
だ
さ
い
。  

 

小
中
学
生
の
頃
は
、
ミ
ス
テ
リ
ー 

に
ハ
マ
り
、
今
も
好
き
で
す
。 

高
校
生
の
頃
に
は
、
児
童
書
を
多

読
す
る
と
い
う
講
座
を
受
け
て
い

ま
し
た
。
児
童
書
な
の
で
、
絵
も
あ

り
、
難
し
い
単
語
は
出
て
こ
な
い
の

で
、
英
語
力
を
伸
ば
し
た
い
方
は

ぜ
ひ
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

５
．
翻
訳
者
を
め
ざ
す
中
高
生

に
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
ア
ド
バ
イ
ス

を
お
願
い
し
ま
す
。 

翻
訳
に
必
要
な
の
は
英
語
力
だ

け
は
あ
り
ま
せ
ん
。
翻
訳
者
を
め

ざ
す
方
に
は
、
英
語
力
だ
け
で
は

な
く
、
日
本
語
力
、
調
査
力
も
み

が
く
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
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今回の職業は 

翻訳者です。 

 ナビゲーターは  

       村松沙綾さんです。 

「国勢調査」って何だろう！？ 

  「国勢調査」という言葉を聞いたこ

とはありますか？ 

『広辞苑 第六版』（編者 新村出 

岩波書店 2008.1）には、 

「【国勢調査】行政の基礎資料を得る

ために、一定の時期に一定の場所で、

人口動勢並びにこれに関する諸種の

状態を全国一斉に調査すること。日本

では１９２０年に第１回調査。現在で

は１０年ごとに行われるが、５年目に

は簡易な調査もなされる。」と記載さ

れています。 

今年は、その国勢調査の年にあたり

ます。日本国内に住む（外国人を含む）

一人一人について、男女の別、いつ生

まれ、どこにだれとどんな家に住み、

どこに通学・就業し、どんな職業につ

いているのかなど１７項目を調査し

ます。 

調査の結果から日本の様々なこと

を数値で知ることができ、その結果は

生かして 

 

 

 

 

 

生活環境の整備など、住みやすい日

本をつくるために活用されます。 

公表された調査結果は、政府統計

の総合窓口 e-Stat で見ることがで

きます。また塩尻市で発行する『統

計しおじり』の一部の数値にも活用

されています。 

例えば、『統計しおじり２０１４

年度版』では、昭和５年（１９３０

年）からの人口の推移をみることが

できます。昭和５年では３０，５１

３人、平成２２年（２０１０年）で

は６７，６７０人。８０年間で人口

が倍以上増えたことがわかります。 

ほかにも、年齢５歳階級別人口ピ

ラミッドや、世帯の状況など、図書

館で詳しく見ることができます。 

身近な自分の住む地域の数値か

ら、国勢調査の大切さに触れてみて

はいかがでしょうか。 

0 

 

塩尻市立図書館にある本を紹介する

POP（本の紹介カード）を募集し、そ

の中から、みなさんの投票で優秀賞を

選ぶ、POPコンテストを行います！ 

応募をお待ちしています！！ 

 

■募集期間：２０１５年９月１日（火）

～１０月１８日（日） 

■応募場所：図書館本館および 

分館カウンター 

 

■応募方法： 

応募用紙に必要事項を記入し、POP

と一緒にカウンターの職員にお渡し

いただくか、本館カウンターに設置

してある応募箱に投函してくださ

い。（遠方の場合、郵送可） 

 

■部門：中学生の部、高校生の部 

 

■応募規定：10×15㎝範囲内の紙で、

「本のタイトル」、「著者名」は必ず記

入してください。用紙の色や形、デザ

インは自由です。応募は一人一点まで、

対象資料は図書のみに限ります。 

（マンガは不可。） 

 

☆詳しくはチラシをご覧ください。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 

 

編集後記： 

 秋がやってきました

ね！お出かけしたくなる

季節ですね。図書館でも

いろいろなイベントを開

催します。ぜひ、参加し

てください。 

図書館では青少年交

流検討チームという中高

生を応援し、青少年のサ

ービスやイベントを考える

検討チームがあります。

そのチームメイトが私の

キャラクターをつくってく

れました。こちらも、よろ

しくお願いします。 

 

 

（上野） 

 

 

山
端
が
行
く 

社
会
人
二
年
生
！ 

夏
も
終
わ
り
、
肌
寒
く
な
っ
て
き

ま
し
た
。
秋
と
言
え
ば
、
や
は
り
食

欲
の
秋
。
美
味
し
い
も
の
が
恋
し
く

な
り
ま
す
。
こ
の
時
期
は
、
食
生
活

に
気
を
付
け
な
い
と
、
あ
っ
と
い
う

間
に
体
重
に
変
化
が
…
。 

 

さ
て
、
改
め
ま
し
て
、
山
端
と
申

し
ま
す
。
今
回
も
テ
ー
マ
に
沿
っ
た

お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
好
き
な
言
葉
」

で
す
。 

私
が
小
学
校
６
年
生
の
と
き
に
、

好
き
な
言
葉
を
習
字
で
書
い
て
み

よ
う
！ 

と
い
う
授
業
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
際
に
、
同
じ
ク
ラ
ス
の

女
の
子
が
「
臥
薪
嘗
胆
」
と
い
う
見

慣
れ
な
い
字
を
書
い
て
い
て
、
そ
の

字
を
書
い
た
理
由
に
つ
い
て
聞
い

て
み
る
と
、
「
ど
ん
な
事
で
も
耐
え

て
、
将
来
し
た
い
こ
と
を
す
る
た

め
」
だ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。 

  

小
学
生
で
こ
う
い
っ
た
言

葉
を
知
っ
て
い
る
こ
と
に
驚

き
、
印
象
深
く
覚
え
て
い
ま

す
。
ち
な
み
に
私
が
書
い
た

言
葉
は
「
猪
突
猛
進
」
で
す
。

私
は
不
器
用
な
の
で
、
と
り

あ
え
ず
前
に
進
ん
で
い
け
る

よ
う
に
そ
の
言
葉
を
書
き
ま

し
た
。
今
も
そ
の
言
葉
は
好

き
で
す
し
、
ほ
か
に
も
「
七

転
び
八
起
き
」
な
ど
、
前
向

き
に
な
れ
る
言
葉
が
好
き
で

す
。 図

書
館
や
本
は
ス
テ
キ
な

言
葉
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
好
き
な
言
葉
を
さ

が
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。 

そ
れ
で
は
、
今
回
は
こ
こ

ま
で
で
失
礼
し
ま
す
。 

 

  

 

今回のテーマは 

「全国短歌フォーラム in塩尻」 

皆さんは「全国短歌フォーラム in塩尻」というイベントを知っていますか？ 

短歌のふるさと塩尻では、毎年９月下旬から１０月に「全国短歌フォーラム in塩尻」が開催されます。

例年多くの短歌が寄せられ、２日間の日程の中で、投稿歌の講評、表彰のほか、塩尻市内を見て歩く「塩

尻みてある記」も行われます。 

第１回は昭和６２年に開催されていて、２９回目となった今年は９月２６日（土）、２７日（日）に

行われました。２６日には、塩尻市民による短歌オペレッタ公演『だいだらぼっちのたのみごと』と、

歌人による記念トークイベントもあり、多くの参加者が短歌に親しみました。 

「全国短歌フォーラム in 塩尻」には小・中・高校生の短歌を募集する「学生の部」もあり、今年は

１１月２８日（土）にレザンホールで開催されます。 

昨年の最優秀賞４作品の中から中学生と高校生が詠んだ２首を紹介します。 

 

「車から車いすに移る時舞い落ちてきたやわらかい桜」 田名部 寛乃さん 

「蝉時雨炎天直下の木漏れ日が私に光の斑点着せる」  今井 凜さん 

 

塩尻市立図書館本館の１階北側の１・２番書架には、短歌コーナーがあり、短歌の作り方や鑑賞の本、

歌集が多くあります。皆さんも普段の生活の中で感動したことなどをもとに短歌を作ってみませんか。 

http://www.ac-illust.com/main/dl_info.php?id=41349&sw=%E6%8E%A2%E6%A4%9C

